
　夏休みのための特別貸出になり、一人５冊まで借りられます。せっかくの夏休み、長編

や今まで読んだことのないジャンルにもチャレンジしてみましょう。

　返却日は９月１６日（金）までになります。貸出期間が長いので、紛失や破損、汚損し

ないようにしましょう。本は必ず家に持ち帰り、大切に保管してください。

　借りている本の返却日は過ぎていませんか？ 

本の貸出期限は通常、１週間です。読み終わら

なければ、一度返却して、もう一度借りなおし

ましょう。

　また、夏休みの本は、今、借りている本をす

べて返却してから借りましょう。

　夏休み中に蔵書点検を行います。蔵書点検とは、図書室の本が正しい分類の場所に、正

しく配置されているかどうかを確認する作業になります。もし、貸出手続きをしないまま

持ち出した本があったら、大至急、図書室に返却しにきてください。借りている本を返す

必要は、ありません。

　夏休み明けの図書室の開館は、９月１日からの予定です。蔵書点検の状況により、変更

になる場合は、改めて連絡します。

貸出期限を守りましょう

蔵書点検について



　夏におすすめのちょっと怖いミステリーや、自由研究に使えるかもしれない本を紹介します。

「丸の内で就職したら、幽霊物件担当でした。」　竹村　優希／著

　東京、丸の内。

　本命の一流不動産会社の最終面接で、大学生の澪は唖然としていた。

理由は、怜悧な美貌の部長・長崎次郎からの簡単すぎる質問。「面接官

は何人いる？」正解は３人。けれど澪の目には４人目が視（み）えてい

た。長崎に、霊が視えるその素質を買われ、澪は事故物件を扱う「第六

物件管理部」で働くことになり……。

「准教授・高槻彰良の推察」　澤村　御影／著

　人の嘘がわかる耳を持ち、それゆえに孤独になってしまった大学生・

深町尚哉。なんとなく受講した「民俗学２」のイケメン准教授・高槻に

なぜか気に入られ、怪異に出会うとついテンションが上がってしまう彼

の「常識担当」として助手をすることに。

「櫻子さんの足下には死体が埋まっている」　太田　紫織／著

　北海道、旭川。平凡な高校生の僕は、レトロなお屋敷に住む美人なお

嬢様、櫻子さんと知り合いだ。けれど彼女には、理解できない嗜好があ

る。なんと彼女は「三度の飯より骨が好き」。骨を組み立てる標本士で

ある一方、彼女は殺人事件の謎を解く、検死官の役をもこなす。そこに

「死」がある限り、謎を解かずにはいられない。そして僕は、今日も彼

女に振り回されて……。

「ゾクゾクしてやみつきになる！もしも科学大全」　VAIENCE／著・文

　本書は「宇宙」「地球」「生物」「人間」の4つのテーマごとに、ゾク

ゾクするようなネタをイラストと共に紹介。

　ハラハラドキドキの極限のシチュエーションを、Ｍｒ.VAIENCEが体験。

ぶっ飛んだ世界に、現実世界で日々起こる悩みなど、どうでもよくなるに

違いありません。

夏休みにおすすめ！新刊案内


